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2023年体制で看護管理者に
求められる
“業務整理と段取り力”

セミナー概要

１．コロナ禍で起きたこと

2020年

２．業務改善の進め方

～調査結果から見えてくる、
多重タスクに追われる臨床の現場～

～“言える化”の風土づくりと、
一人ひとりの仕事の“見える化”～

３．看護管理者に求められる
段取り力

①管理職の仕事を再考する
②仕事のしくみを理解する
③中長期志向の優先順位づけ
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～調査結果から見えてくる、
多重タスクに追われる臨床の現場～

１．コロナ禍で起きたこと

コロナ禍以降は離職懸念が高まりやすい

看護部の

見通し
経営の

期待
不測の事態

新型コロナ

高い下振れ
リスク

「気持ちの上での距離」が遠い理由は、
「コミュニケーションがない」が第一位
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コロナ禍で希薄になった人間関係づくり

•察して動けない

•見て学ぶ機会がない

場の雰囲気が冷たい場の雰囲気が冷たい

•休憩時間の会話ができない/はずまない

•仕事以外で他職種との交流がない

隙間時間の情報交換がない隙間時間の情報交換がない

•困っている/悩んでいるか、わからない

•サポートし合ったり、複眼的な視野で取り組めない

表情や様子がわからない表情や様子がわからない

相 手 の表 情
や 感 情 が わ
かりにくい

細かなニュア
ンスが伝わり
づらい

相 手 の状 況
がわかりにくい

話 す タイミン
グが難しい

個別の調査結果は
画面でご確認下さい
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管理職として、業務改善をどう捉えるか
～“言える化”の風土づくりと、

一人ひとりの仕事の“見える化”～

２．業務改善の進め方

現状のままで想定されるシナリオ
「働き方改革」
の推進を阻害
する要因

評価・報酬と
連動せず

業務見直しなく、
残業規制

管理職・中堅ナースに
仕事が集中

中期的な計画や見通しが
描けない

スタッフがメリットを
感じていない

今後、想定さ
れる仮説

（事例より）

離職懸念、労務
上のリスク高まる

職種間の協調性
が阻害される

現場の理解なく、
仕事の質が劣化

若手がキャリア・イメージに
失望する

組織的な取組みが
一過性で長続きしない

ギスギスした
職場につながる

目的が曖昧

利己主義の横行 → 不機嫌な職場 → 離職懸念の高まり 【慢性的な人材難】

持ち帰り残業、なんちゃって休日→マネジメント体制の不備 【ブラック組織】
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そもそも、「職場の問題」とは何か？

問題は立場によって大きく変化する → 「業務改善」の前に各自の仕事の見える化が必要！

Copyright© 2021 Fair & Innovation Co., Ltd. All rights reserved.

「言える化」風土による問題提起
●問題解決とは、あるべき姿と現実を把握して
ギャップを問題として認識する。
そしてギャップをなくすために是正措置を実施して、
実際の状態を引き上げていく活動。

ところが、

問題解決とお節介の違いは何でしょうか。
関係者が問題意識を感じていない場合､何をやってもお節介になります。

関係者が問題意識を共有化（言える化）してこそ、
問題解決の第一歩が踏み出せるのです。

① 怖くて言えない
② わざわざ言わない
③ 言語化できない
④ 気づかない／気づけない
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個人としての自律促進・自己管理力・専門性を向上

個人の生産性

仕事の質 仕事の量

投下時間

×

業務改善は個人の仕事を見える化する

業務のレベルアップ
ex.業務分担、仕事の割り振り見直し

業務のスリムアップ
ex.業務移管、システム化、外注

業務のスピードアップ
ex.標準化、手戻り・待ちの効率化

業務のバリューアップ
ex.持ち味を活かしたチームワーク

組織の生産性

業務改善
イノベーション

（付加価値業務）×

仕事が遅れる主な原因

管理者の段取り力による影響

組
織
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
が
と
れ
な
い
ば
か
り
か
、

ス
ト
レ
ス
が
高
ま
る・
・
・

・
・
・

優先順位づけ

役割分担

意思疎通

専門知識

環境整備（ルール、手順、器具など）

情報処理
（共有と活用）

コミュニケーション
スキル

動機づけ

投下時間
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①管理職の仕事を再考する
②仕事のしくみを理解する
③中長期志向の優先順位づけ

３．看護管理者に求められる
段取り力

仕事を分類する
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師長の仕事に関係する「人」たち

定型化業務と非定型業務の比較
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時間ではなく、“仕事の管理”を意識！
時間管理の意識をしていると、

１７時～１８時まで、■■■の仕事をしようと、空いた時間に仕事を割り
当ててしまう。

→やらなくてもいい仕事にも、時間があると割り当ててしまいます。時間に振り
回される！

段取り力（先読み、区切り、組立て）を意識をしていると、

■■■の仕事は１７時～１８時にしようと、仕事に時間を割り当てます。

→まず、仕事に焦点を当て、やる／やらない を決めた上で、時間を割り当
てているので、時間を効果的に使えます。活きた時間の使い方ができる！

仕事を管理する。
“仕事のしくみ”を

理解する

『両極併存』
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仕事のしくみ①

仕事のしくみ②
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スケジュール管理はどうなっている？

はじめ おわり はじめ おわり

他人と共同で（７０％）自分ひとりで（３０％）

仕事

１．他人と共同のはじめはやれて当たり前⇒生産性に寄与しない
２．他人と共同のおわりは宣言すると効果絶大
３．自分ひとりのはじめを記録すると異次元の生産性に！
４．自分ひとりのおわりは、期日を守る

中長期志向の
優先順位づけ

～『６つの仕事』で
部署の仕事を管理する～
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今見える問題に目が向きがち
管理職の役割定義： 経営資源を効率的に活用し、最大の成果をあげる事。

（狭義）→上位方針を組織に納得させ、徹底すること。

●具体的に：

コミュニケーション

目標設定・評価・ＯＪＴ

仕事の管理

仕事の改善

人間関係

部下育成

計画・役割明示・
指令・統制・調整

これからの働き方を
見据えた問題解決

成果

優先順位２０％

８０％

正確な優先順位づけの成果
１．優先順位の高い２０％の仕事をこなすことで８０％の成果を得られる

（パレートの法則）
２．優先順位の低い仕事を省いても、それで得た時間を他の優先順位の低い

仕事に割り当てたのでは時間の無駄
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緊急度

重
要
度

高

高

低

低

一般的な優先順位づけ

組織（ドクター）、上司、ご自身、部下、
患者さん、で仕事の優先順位は

一致していますか？

難しい仕事 より やさしい仕事

初めての仕事 より 慣れた仕事

時間のかかる仕事 より すぐ終わる仕事

期限のない仕事 より 期限のある仕事

重要な仕事 より 些細な仕事

重要な仕事 より 期限の迫った仕事

自分一人の仕事 より 他人と一緒の仕事

予定された仕事 より 突発の仕事

私達の仕事の進め方は、

を先にする傾向が顕著である。

日常業務の水路化現象
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スタッフ

大事

マネジメント

＜ルーチンの多いスタッフ業務とマネジメントの違い＞

ムダ

両極併存と業務改善

２４時間、３６５日不変

日替わり

ムダとりは容易

ムダとりは困難

仕事を受けた時に、
すぐやるべき、自分で完成させるべき仕事・・・（Ａ）
後でもいいが、自分で進めるべき仕事・・・（Ｂ）
他人に委任できる（自分でなくても良い）仕事・・・（Ｃ）

にランク分けします。
また、予定にはなかったが受け付けた仕事にはＸとします。

自分でやるべき

他人でもできる Ｃランク

Ｂランク

あとで

Ａランク

今すぐ 予定になかった
突発の仕事

X
（ＡＸ，ＢＸ，ＣＸ）

新しい仕事の尺度 ６つの仕事
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タイムログ分析シート（記入例）

事前にわかる仕事 突発の仕事

自分
がやる

他人
でも良い

今やる 後でやる

A B

C

X
AX

BX

CX
STEP 1 Ａの仕事。大事と思われがちだが、実はやれて当たり前の仕事

STEP 2 Ｂの仕事。先送りされがちだが、実は生産性に大きく寄与する仕事
細分化とルーティンがモチベーションを維持する

STEP 3 Ｃの仕事。この仕事を的確に委任できれば、時間確保と人材育成が同時達成

STEP 4 ＡＸの仕事。この仕事だけを突発の中から抽出するにはリーダー以上、
部署内での認識合わせが必要

仕事のしくみから見た６つの分類
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特定の人に
依存しない
仕組み

• その仕事の意味を考慮し、誰でもできる部分、特定の人でなければ対応できない部分を分析する

• 特定の人の仕事をそぎ落とし、特定の人に頼る部分を小さくしていく

• 高度な仕事とそうでない仕事を分け、低いスキルで仕事を遂行できるようになるために、何が必要か・どんなスキル
を積めばよいかを検討する

仕事の
優先順位を

考える

• 師長・主任でなければできない仕事 （第１位）

• 師長・主任がやっている・求められる仕事 （第２位）

• スタッフに任せられるが、師長・主任がやっている仕事 （第３位）

• 師長・主任でなくても、スタッフに任せられる仕事 （第４位）

組織
（チーム）力

• ムダ・ムラ・ムリを排除し、業務全体をシンプルにする。誰に代わっても一定の品質が保てる。

• 優秀な職員の業務を可視化することで、勘と経験に頼ることなく、全員が同品質のレベルを保つ。

• 「人に仕事を担わせる」のではなく、「仕事に人を担わせる」が基本となる。（役割分担の本質）

看護管理は段取り力から業務整理へ

まとめ：コロナ禍以降のタスク・マネジメント

患者視点の現場発信

管理（システム化）が目的ではない

魅力あるゴールイメージを共有する

管理者の段取り力アップが実現すると・・・

部署内スタッフ間や部署外職種間の押しつけではない
・言える化と見える化→内発的モチベーション

ギスギスした不機嫌な職場ではなく、心理的安全性を担保
・個人と部署、組織全体にメリットがある

横並び意識ではなく、風土や規範・ルールが異なる
・目指すべき方向、自院らしい継続的な取組みへ
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職場づくり：自己肯定感と心理的安全性
【自己肯定感】 ⇒ スタッフは自分らしく働ける

自分は生きる価値がある、誰かに必要とされていると、自らの価値や存在意義を肯定
できる感情のこと。
「自分は大切な存在だ」「自分はかけがえのない存在だ」と思える心の状態。

【心理的安全性】 ⇒ 安全・安心の職場
チームにおいて、他のメンバーが自分が発言することを恥じたり、拒絶したり、罰をあたえる
ようなことをしないという確信をもっている状態
チームは対人リスクをとるのに安全な場所であるとの信念がメンバー 間で共有された状態

話し合う 助け合う 挑戦できる
新しいもの・
人を歓迎する

働きがいの醸成と人材の定着が実現

ありがとうございました

株式会社フェアアンドイノベーション

代表取締役 永瀬隆之（ながせたかゆき）

info-fairandi@fairandi.co.jp

http://fairandi.co.jp/


